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平成２０年２月２２日 

各        位 
会 社 名   ウ チ ダ エ ス コ 株 式 会 社 
代表者名    代 表 取 締 役 社 長  武 井   均 

                                    （ＪＡＳＤＡＱ・コード：４６９９） 
                               問合せ先  取締役常務執行役員 

管理本部長    斉 藤 一 洋 
                                     Ｔ Ｅ Ｌ    ０４７－３８２－４１４１ 

 
 

平成２０年７月期中間業績予想との差異及び 

通期業績予想、期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

平成20年7月期(平成19年7月21日～平成20年7月20日)の業績予想について、平成19年9月3日付当社「平

成19年7月期決算短信」にて発表いたしました業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修正いたします。 

 

１．平成 20年 7月期 中間業績予想の修正（平成 19年 7月 21 日～平成 20年 1月 20 日） 

(１) 連結 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間純利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 6,300 180 180 95 

今 回 予 想 （ Ｂ ）   6,088 289 290 165 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ▲212 109 110 70 

増  減  率 ▲3.4％ 60.6％ 61.1％ 73.7％ 

前期(平成19年7月期中間)実績 5,811 199 202 209 

 

(２) 個別 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間純利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 6,100 145 160 80 

今 回 予 想 （ Ｂ ）    5,901 239 262 151 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ▲199 94 102 71 

増  減  率 ▲3.3％ 64.8％ 63.8％ 88.8％ 

前期(平成19年7月期中間)実績 5,628 135 155 177 
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(３) 修正理由 

連結の売上高につきましては、ソフトウェア開発部門の売上が医療制度改革に係るサポート等、

公共向けサービスの増加等により計画を上回り、またネットワークサービス等の保守部門の売上

も堅調に推移しましたが、ＯＡサプライ、ＩＴ関連機器等の商品販売部門の売上が競争激化によ

り計画を下回ったために、売上高は６,０８８百万円と前回予想比２１２百万円の減少となる見込

みであります。 

連結の利益面につきましては、商品販売部門と比較して利益率の高いソフトウェア開発、保守

部門の役務サービスの売上が堅調に推移したことにより、売上総利益率が計画を２.０ポイント上

回ったことを主因として、営業利益は２８９百万円と前回予想比１０９百万円増加、経常利益は

２９０百万円と同じく１１０百万円増加、中間純利益は１６５百万円と同じく７０百万円増加す

る見込みであります。 

個別の中間業績予想につきましても、上記要因により売上高は５,９０１百万円と前回予想比 

１９９百万円の減少、営業利益は２３９百万円と同じく９４百万円の増加、経常利益は２６２百

万円と同じく１０２百万円の増加、中間純利益は１５１百万円と同じく７１百万円の増加見込み

であります。 

 

２．平成 20年 7月期 通期業績予想の修正（平成 19年 7月 21 日～平成 20年 7月 20 日） 

(１) 連結 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 12,600 360 360 190 

今 回 予 想 （ Ｂ ）    12,600 470 470 260 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 110 110 70 

増  減  率 ― 30.6％ 30.6％ 36.8％ 

前期(平成 19 年 7 月期)実績 12,238 416 418 286 

 

(２) 個別 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 12,200 290 320 160 

今 回 予 想 （ Ｂ ）    12,200 385 422 235 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 95 102 75 

増  減  率 ― 32.8％ 31.9％ 46.9％ 

前期(平成 19 年 7 月期)実績 11,873 311 348 246 
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（３） 修正理由 

当社は、今期より３ヵ年の第７次中期経営計画をスタートさせております。今下期におきまし

ても、中計で策定した事業分野ごとの初年度施策に着実に取り組んでまいります。連結の通期売

上高につきましては、１２,６００百万円と前回予想と変更はございません。 

連結の通期利益につきましては、中間期の実績見通しを踏まえ、営業利益は４７０百万円と前

回予想比１１０百万円の増加、経常利益は４７０百万円と同じく１１０百万円の増加、当期純利

益は２６０百万円と同じく７０百万円の増加を見込んでおります。 

個別業績につきましては、売上高は１２,２００百万円と前回予想と同額、営業利益は３８５百

万円と前回予想比９５百万円の増加、経常利益は４２２百万円と同じく１０２百万円の増加、当

期純利益は２３５百万円と同じく７５百万円の増加を見込んでおります。 

 

３．平成 20年 7月期 期末配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 １ 株 当 た り 配 当 金 

基 準 日 期  末 年  間 

前 回 予 想 （ Ａ ） 7円 50 銭 7 円 50 銭 

今 回 予 想 （ Ｂ ） 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 2円 50 銭 2 円 50 銭 

前期(平成 19 年 7 月期)実績 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

（２）修正理由 

当社は企業体質のさらなる充実、強化を図ることにより、株主のみなさまに対して安定的に利

益還元することを利益配分の基本方針にしております。この基本方針のもと、今回の当期純利益

予想の上方修正に伴い、期末配当について前回予想比２円５０銭増加の１０円００銭予想に修正

いたすものであります。 

 

※上記の業績予想等は、現時点で得られた情報に基づき作成したものでありますが、多分に不確定

な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等は記載の業績予想等と異なる場合があります

ことをあらかじめご承知ください。 

 

以   上 


